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妻の就労形態別生涯生計費研究（第４報）

　　一新しい生計費概念に基づく生涯収入の算定－

　　　　　　静岡大院○田崎裕美　東京家政学院大村尾勇之

【月的】家族の生命再生産がどれだけの社会的労働と家庭内労働に依拠しているかと考えた場肖、従来の

貨幣収入のみに基づく生計費m.tでは生涯生計費の実態を把握するのに限界がある。そこで、本研究では

貨幣収入に家庭内労働の経済的評価を加えた新しい生計費概念の規定を行い、妻の就労を社会的労働、家

庭内労働の両面から捉えることで、真の経済効果が評価できると考える。そして、この試算結果を基に21

世紀の男女共同参画型社会における妻と夫の労働分配の在り方について論ずることを目的とする。

【方法】近年の国内ﾀﾄの試算方法の調査を基に家庭内労働の経淵宿価方法について検討した結果、W. sp

　（多様な仕事を行う家政婦・家政夫賃金に換算）が妥当であると考え、この方法を用いて生涯における’

家庭内労働の経済的評価を行う. 具体的には、各モデル世帯ごとに夫と妻の生涯における家庭内労働時間

を総務庁統計局「社会生活基本調査」をデータとして算定し、この時間に家政婦の時間給を乗ずることで、

家庭内労働の経済的評価を算出する。そして、この金額に社会的労働による貨幣収入を加算することで。

新しい生計費概tに基づく生涯収入の算定を行う。

　【結果】妻の生涯における家庭内労働の経済的評価は専業主婦で億1.674万円、常勤の妻て7328万円、専

業主婦の夫で7〔M万円、常勤の夫て■■819万円となった。また、新しい生1＼費概念に基づく生涯収入の算定結

果より、夫と妻の労働の貢献度を明らかにした結果、常勤の妻は家庭内労働と社会的労mの2重労働に従

事しても大卒で5割、高卒で4.5割の貢献度となり、性別賃金格差の実態を反映する結果となった。今mi、

これらの試算結果を基に21世紀の男女共同参画型社会に向けて、男女の社会的労働、家庭内労働の分配の

あり方について再考すべきであろう。
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（調査の目的）

（調査の項目）

（調査対象）

（調査結果）

　　親世代

80

　生活の豊かさに関する意識調査　（２）
　筑紫女学園短大　Ｏ小川直樹　　尚綱短大　谷口彩子
　精華女子短大　西原そめ子　　元中村学園大　横田春子

今後の短期大学・大学教育における家族・生活論への対応を検討する
基礎資料とすることを目的とする。特に今回は、若年層から高齢層に
わたるライフサイクルにおいて、「豊かさ」の内容とその継承の関連
をより具体的な事項について検証する。
経済企画庁「国民の意識とニーズ」平成５年度国民生活選好度調査を

踏まえた項目とした。
短大・大学の親世代で3 9～5 9才、14 6ケース
高齢者世代6 7才～8 5才、1 4ケース
現在の作業上の分析から述べる。

１）豊かさ観の重要度に対する認識は、高いものの、具体的事象にあたっ

　　ての評価は、不透明な部分が、親世代についても認められた。
２）豊かさのイメージとしては、゛「不安の少ない社会」が過半数を占め、
　　次に「ゆとりをもってトータルな自己実現を図れる社会」「環境にや

　　さしい生活ができる社会」が高かった。
3）おもに男性の方で「精神的豊かさ」を重視する人が過半数を超えた。
４）高齢者世代では、豊かさに関して､「健康」「年金」「職場環境」「地
　　域社会」「近隣関係」にわたる諸因子によって、豊かさを構成してい
　　ると考えられる。その因子は多岐にわたった。


